
オプション：バックキャンセルハーネスⅡ

取付け／取扱い説明書



１ １ １     取扱説明書ハーネス本体 　スプライス・エレクトロッタップ

■製品概要
　本製品はトムス「L.T.SⅡ」のオプション品です。車両バック時に一時的に電子制御
　スロットルの制御を止めてノーマル復帰させることができます。

－ 取り付け手順と方法 －

　（１）スロットルコントローラー本体を取り付けしてください。

本体の装着に関しては別途本体付属の取り扱い説明書に従ってください。

（２）本体の動作確認を行ってください。

正常に動作しない場合は再度装着をやり直してください。

（３）バックキャンセルハーネスを電源ハーネス（桃色メス）へ取り付けてください。

（４）バックランプスイッチへの接続

（３）で接続したバックキャンセルハーネスの片側を車両バックランプスイッチへ付属のスプライス
　　　かエレクトロタップを使用して取り付けます。（下図参照）

※ギヤをバックに入れた際に＋12Vを出力する線です。
　車両整備書等で確認してください。
　スプライスはしっかりと圧着ペンチでカシメてください。
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（５）確認作業
　　　最後に10極コネクターを本体に取り付け作業は終了です。
　　　正常に作動するか確認してから走行してください。
　　　　バックキャンセルハーネスを接続すると、ギヤをバックに入れた際にバックキャンセルハーネスを接続すると、ギヤをバックに入れた際に
　　画面左側に（Ｒ）表示になりＯＦＦ制御になります。　　画面左側に（Ｒ）表示になりＯＦＦ制御になります。



　□必ずお読みになり、よくご理解ください。
・本製品は純正の電子制御スロットルの信号を制御し実際に運転者がアクセルを踏み込んだ以上にスロ
　ットルを開ける事で体感的なパワーやスタートダッシュの軽快感などが得られますが実際の最大出力
　が向上するものではありません。また、体感的な部分には個人差がありますことをご了承ください。
・この製品についての説明には、製品を使用する際と、自動車に装着する際の注意事項が詳しく記載し
　てあります。良くお読みになって、正しくお使いください。
・装着車両に、この製品システム以外の製品装着や改造を行った場合に発生する不具合に関して、弊社
　は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
・お客様ご本人または第三者の方が、この製品および付属品の誤った使用や、その使用中に生じた故障
　その他の不具合によって受けられた障害については、弊社は一切の責任を負いかねますのであらかじ
　めご了承ください。
・この製品および付属品は、改良のため予告なく変更する事があります。

この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、本人または第三者が重傷または中傷
を負う可能性が想定される危険の状況を示します。

・換気の良い場所で取り付け作業を行ってください。
　換気の悪い場所で作業を行うと、爆発・火災の原因となります。
・本製品および配線類・付属品はしっかりと固定し、運転の妨げになる場所・不安定な場所に取り付け
　ないでください。
　運転に支障をきたし、事故の原因になります。
・本製品は、車両電源がＤＣ１２Ｖ車で車体（ボディ）アースの車両専用です。
　ＤＣ２４Ｖ又は１２Ｖ・２４Ｖ兼用車には使用しないでください。火災の原因となります。
・コネクタを外す場合、ハーネスを引っ張らず、必ずコネクタを持って取り外してください。
　ショートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。また､製品の故障の原因となります。
・本製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、製品の使用をすみやかに中止し、販売店または弊社
　までお問い合わせください。
　そのまま使用すると、感電や火災、電装部品の破損の原因となります。
・運転者は走行中に本製品の操作を行わないでください。
　事故の原因となる恐れがあり大変危険です。
・本製品の取り付け時に、エンジンルーム内の電気配線や配管類を傷つけないよう注意してください。
　ショートなどによる火災、電装部品・エンジン・車両の破損の原因となります。
　使用しない配線などは、絶縁テープを巻くなどして必ず絶縁対策を行ってください。

 

この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、本人または第三者が死亡または
重傷を負う可能性が想定される危険の状況を示します。危険危険

警告警告
この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、本人または第三者が重傷または中傷
を負う可能性が想定される危険の状況を示します。

この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷または中程度の傷害を負う
可能性が想定される危険な状況および物質損害の発生のみが想定される状況を示します。　     注意注意

製品を安全にご使用いただくために『安全上のご注意』を良くお読みになってください。

表示項目の説明（シグナルワードとその意味！）

－ 安全上のご注意 － 

この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷または中程度の傷害を負う
可能性が想定される危険な状況および物質損害の発生のみが想定される状況を示します。　     注意注意

警告警告

・液晶表示画面について
　偏光サングラスを通して液晶表示画面を見ると、見る角度によっては画面が暗くなったり、歪んで見える
　事がありますのでご注意ください。



この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷または中程度の傷害を負う
可能性が想定される危険な状況および物質損害の発生のみが想定される状況を示します。　        注意注意

・本製品の取り付けは、必ず専門業者に依頼してください。
　取り付けには専門の知識と技術が必要です。間違った装着や使用方法により車輌装備品及びエンジン
　破損につながる恐れがあります。
・本製品は精密部品です。装着前に落下させたり装着時に無理な力を加えないでください。
　作動不良を起こし、車輌を破損する恐れがあります。
・液晶表示本体を長時間高温になる場所に放置しないでください。
　６０℃以上の高温に長時間さらしたり、急激な温度差の環境でのご使用では液晶の素子が破壊されに黒く
　なる事があります。（冷蔵庫などで冷却すると復帰する場合があります）
・本製品の加工・分解・改造などは一切行わないでください。
　事故・火災・感電・電装部品の破損、焼損の原因となります。
　加工・分解・改造等の形跡が見られる場合、クレーム・修理の対象外にさせていただきます。
・高温になる場所や、水が直接かかる場所には、取り付けをしないでください。
　感電、火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。
・エンジンルーム内の温度が下がってから、作業をはじめてください。
　エンジン本体、ラジエター、排気関係の部品は高温になり、火傷の恐れがあります。
・定期的に点検を実施し、十分に注意してご使用ください。
　この製品は耐久性を考慮して、厳選された材料を使用し、厳重な社内品質管理のもとに製造されています
　が、車両の使用条件や環境などにより、耐久性が落ちる事があります。
・取り付け作業のために一時的に取り外す純正部品は、破損・紛失しないように大切に保管してください。
　当社は取り付け作業による物的損害の責任を負うことはできませんので、慎重に作業を行ってください。
・ボルト・ナット類は、適切な工具で確実に締め付けてください。
　必要以上に締め付けを行うと、ボルトのネジ部が破損します。
・本製品は純正車両を前提に企画されております。
　純正以外のパーツを取り付けている場合は、本製品が正常に作動しなかったり、本製品および車両に不具合
　が出たりする可能性があります。

・運転者は走行中に本製品を操作しないでください。
　運転の妨げになり事故の原因になるなど大変危険です。
・コントローラーや本体の装着場所は運転の妨げにならない場所へ固定してください。
　アクセルセンサー付近の配線処理などは特に注意しないと突然のエンジン不調やアクセル操作の邪魔になる
　など危険です。
・本製品は純正電子スロットルの制御を目的に製作されていますので配線の接続方法ならびに使用方法を間違え
　と車両側の不調・破損・事故など致命的な問題が発生する恐れがあります。
　接続取り付けに関しては必ず専門の業者にて行うようにお願いします。ご自身で取り付けを行う場合は必ず
　専門知識並びに車両知識のある方のもとで行い、慎重に作業をしてください。
・走行中に車輌及び製品より異音・振動・異臭等の異常が発生した場合は、ただちに使用を中止して専門業者
　にて点検・整備を行ってください。
　修理等に関してはお客様ご自身で対処すると、怪我などの恐れがあり危険です。必ずプロの知識を持った
　専門業者へ依頼をしてください。
・本製品の装着により製品、及び車輌本来の性能が損なわれている場合には、速やかに点検・整備を専門業者
　に依頼してください。
　そのままの状態で走行を続けると、予期せぬトラブルを誘発するばかりではなく、事故を招く可能性があり
  ます。
・本製品の分解や改造は一切行わないでください。
　車両破損・事故につながるだけでなく生命の危機に陥る恐れもあり危険です。また、そのような場合でも弊社
　では一切の責任を負うことができませんのでご了承ください。

警告警告
この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、本人または第三者が重傷または中傷
を負う可能性が想定される危険の状況を示します。


